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　ローテンブルク市の正式名称は「ローテンブルク・オプ・デア・
タウバー（Rothenburg o. d. Tauber）」。バイエルン州フランケン
地方に属します。人口は約１万１千人。タウバー川沿いの丘の上
にある、小さなまちです。中世の町並みがほぼそのまま残されて
いることから「中世の宝石箱」とも呼ばれ、ロマンチック街道の
中でも、特に人気があります。
　第二次世界大戦によって市の 40㌫が焼失したものの、市民の強
い意志で当時のままに再建され、現在に至るまで町並保存の先進
地としても高く評価されています。
　同市を知る上で欠かせないのが「マイスター・トゥルンク」の
伝説です。
　神聖ローマ帝国を舞台に 1618 ～ 1648 年にかけて戦われた
三十年戦争のさなか、ローテンブルクが敵の軍隊の手に落ちまし
た。その際、敵のティリー将軍が「この大杯に入った３㍑のワイ
ンを飲み干したら、まちを破壊から守ろう」と提案します。これ
に対し、ヌッシュ老市長がワインを一気に飲み干してまちを救っ
た、という言い伝えに基づいています。
　今ではこの伝説が劇になり、毎年、聖霊降臨祭や帝国都市祭な
ど、さまざまな機会に市民の手によって上演されています。この
間、中世に戻ったかのように、市全体が歴史劇の舞台になります。
　また市庁舎横の参事会宴会場のからくり時計では、定時になる
とこの伝説が再現されており、市民がこの伝説を大切にしている
ことがよく分かります。
　同市では、城壁で囲まれた旧市街地の建物が美しく保存され、
市民がそこに暮らすことに誇りを持ち、たくさんの努力を続けて
います。同市に学びながら、私たちも誇りや愛着を感じられるま
ちづくりを進めていきたいですね。

友好都市盟約から 10 年、姉妹都市へ

もっと知ろう！
ドイツ・ローテンブルク市

1丘の上に広がるローテンブルクのまち　2マイス
ター・トゥルンクの伝説（同市パンフレットより）　
3参事会宴会場のからくり時計

第16回派遣
事業に参加
した皆さん

　22 年 10 月 18 ～ 28 日にかけて行った第 16 回海外
派遣事業の報告文集が完成しました。参加した団員 12
人の感想文と、報告会での発表などをまとめていま
す。多少の余部がありますので、ご希望の人は国際交
流協会事務局までお知らせください。

◦第 16 回海外派遣事業報告文集ができました
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